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少子化・女性部会○こども・女性局 産業・しごと・観光・農林部会○産業・雇用振興部南部東部振興監所管観光局農林部
国土強靭化・まちづくり・景観彩り部会○県土ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部総務部危機管理監所管景観・環境局まちづくり推進局警察本部水道局

健康長寿・地域医療ビジョン・障害者部会○医療政策部健康福祉部 文化・スポーツ・教育部会○地域振興部くらし創造部教育委員会 総括・取りまとめ（事務局）○知事公室総務部（事務局：政策推進課）こども・子育て支援推進会議 経済産業雇用振興会議 地域医療ﾋﾞｼﾞｮﾝ策定戦略会議

本部長：知事副本部長（３副知事） 本部員（部局長）部 会奈良県地方創生本部
○は部会主管部局

地域の自立・少子化対策をより一層推進するため、「奈良県地方創生本部」を設地域の自立・少子化対策をより一層推進するため、「奈良県地方創生本部」を設地域の自立・少子化対策をより一層推進するため、「奈良県地方創生本部」を設地域の自立・少子化対策をより一層推進するため、「奈良県地方創生本部」を設置（平成２６年８月１９日）置（平成２６年８月１９日）置（平成２６年８月１９日）置（平成２６年８月１９日）



１．１．１．１．人口人口人口人口推移と将来人口推移推移と将来人口推移推移と将来人口推移推移と将来人口推移（全国）（全国）（全国）（全国）
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○平成２２年○平成２２年○平成２２年○平成２２年の全国人口の全国人口の全国人口の全国人口はははは約１億２，８１０万人約１億２，８１０万人約１億２，８１０万人約１億２，８１０万人。その内、生産年齢人口は。その内、生産年齢人口は。その内、生産年齢人口は。その内、生産年齢人口は約８，１００万人（約８，１００万人（約８，１００万人（約８，１００万人（人人人人口の約６割）。口の約６割）。口の約６割）。口の約６割）。○○○○平成５２年には平成５２年には平成５２年には平成５２年には、全国人口、全国人口、全国人口、全国人口は約は約は約は約１億７３０万人１億７３０万人１億７３０万人１億７３０万人になりになりになりになり（対平成２２年（対平成２２年（対平成２２年（対平成２２年約１６％減約１６％減約１６％減約１６％減）、）、）、）、その内、生その内、生その内、生その内、生産年齢人口は産年齢人口は産年齢人口は産年齢人口は約５，７９０万人約５，７９０万人約５，７９０万人約５，７９０万人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約２９％減約２９％減約２９％減約２９％減）。）。）。）。

[人口推移]国勢調査（総務省統計局）[将来人口]日本の将来推計人口（平成25年3月推計） （国立社会保障・人口問題研究所）

H52H52H52H52年年年年1111億億億億730730730730万人万人万人万人約約約約16161616％減％減％減％減H22H22H22H22年年年年1111億億億億2,8102,8102,8102,810万人万人万人万人
１．人口の推移と人口移動の現状１．人口の推移と人口移動の現状１．人口の推移と人口移動の現状１．人口の推移と人口移動の現状



２．２．２．２．人口人口人口人口推移と将来人口推移（奈良県）推移と将来人口推移（奈良県）推移と将来人口推移（奈良県）推移と将来人口推移（奈良県）
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○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口○平成２２年の奈良県人口は約１３９万３千人。その内、生産年齢人口は約８７万５千人（人口の約６割）。の約６割）。の約６割）。の約６割）。○○○○平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人平成５２年には、奈良県人口は約１０９万６千人になりになりになりになり（対平成２２年約２１％減）、（対平成２２年約２１％減）、（対平成２２年約２１％減）、（対平成２２年約２１％減）、その内、その内、その内、その内、生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。生産年齢人口は約５７万２千人（人口の約５割）に減少する見込み（対平成２２年約３５％減）。

[人口推移]国勢調査（総務省統計局）[将来人口]日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計） （国立社会保障・人口問題研究所）
H52H52H52H52年年年年109109109109万万万万6666千人千人千人千人約約約約21212121％減％減％減％減H22H22H22H22年年年年139139139139万万万万3333千人千人千人千人
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３．都市圏人口移動（転入超過数）の推移３．都市圏人口移動（転入超過数）の推移３．都市圏人口移動（転入超過数）の推移３．都市圏人口移動（転入超過数）の推移日本の少子化の要因の一つは、日本の少子化の要因の一つは、日本の少子化の要因の一つは、日本の少子化の要因の一つは、出生率の最も低い東京への若者の人口の流出が続いている出生率の最も低い東京への若者の人口の流出が続いている出生率の最も低い東京への若者の人口の流出が続いている出生率の最も低い東京への若者の人口の流出が続いていること。こと。こと。こと。
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東京への東京への東京への東京への転入超過数の大半は２０～２４歳、１５～１９歳転入超過数の大半は２０～２４歳、１５～１９歳転入超過数の大半は２０～２４歳、１５～１９歳転入超過数の大半は２０～２４歳、１５～１９歳が占める。大卒後就職時、が占める。大卒後就職時、が占める。大卒後就職時、が占める。大卒後就職時、大学進学時の転入が理由と考えられる。大学進学時の転入が理由と考えられる。大学進学時の転入が理由と考えられる。大学進学時の転入が理由と考えられる。

住民基本台帳人口移動報告（総務省統計局）※東京、神奈川、埼玉、千葉各都県合計※グラフ内の人数は百人以下四捨五入

４４４４．東京圏年齢別人口移動（転入超過数）．東京圏年齢別人口移動（転入超過数）．東京圏年齢別人口移動（転入超過数）．東京圏年齢別人口移動（転入超過数）
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５．東京圏への人口移動（転入超過数）と有効求人倍率格差の推移５．東京圏への人口移動（転入超過数）と有効求人倍率格差の推移５．東京圏への人口移動（転入超過数）と有効求人倍率格差の推移５．東京圏への人口移動（転入超過数）と有効求人倍率格差の推移
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６６６６．三大都市圏への人口移動（転入超過数）と地域間所得格差の推移．三大都市圏への人口移動（転入超過数）と地域間所得格差の推移．三大都市圏への人口移動（転入超過数）と地域間所得格差の推移．三大都市圏への人口移動（転入超過数）と地域間所得格差の推移

東京へ若者が移動するのは、東京では東京へ若者が移動するのは、東京では東京へ若者が移動するのは、東京では東京へ若者が移動するのは、東京では就職しやすく、所得が高い就職しやすく、所得が高い就職しやすく、所得が高い就職しやすく、所得が高いことが理由と考えられる。ことが理由と考えられる。ことが理由と考えられる。ことが理由と考えられる。



１．全国及び奈良県の出生数の推移１．全国及び奈良県の出生数の推移１．全国及び奈良県の出生数の推移１．全国及び奈良県の出生数の推移
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人口人口人口人口減少の直接的要因は、出生数（赤ちゃんの数）の減少減少の直接的要因は、出生数（赤ちゃんの数）の減少減少の直接的要因は、出生数（赤ちゃんの数）の減少減少の直接的要因は、出生数（赤ちゃんの数）の減少。その。その。その。その要因は、出生率の低下。さら要因は、出生率の低下。さら要因は、出生率の低下。さら要因は、出生率の低下。さらに、その原因は、に、その原因は、に、その原因は、に、その原因は、若者の非婚化、晩婚化、若者の非婚化、晩婚化、若者の非婚化、晩婚化、若者の非婚化、晩婚化、晩産化晩産化晩産化晩産化が考えられる。が考えられる。が考えられる。が考えられる。２２２２．全国と奈良県の少子化の現状．全国と奈良県の少子化の現状．全国と奈良県の少子化の現状．全国と奈良県の少子化の現状

人口動態統計（厚生労働省）

年
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２．全国及び奈良県の合計特殊出生率の推移２．全国及び奈良県の合計特殊出生率の推移２．全国及び奈良県の合計特殊出生率の推移２．全国及び奈良県の合計特殊出生率の推移合計特殊出生率は合計特殊出生率は合計特殊出生率は合計特殊出生率は全国より奈良県の方が低く推移全国より奈良県の方が低く推移全国より奈良県の方が低く推移全国より奈良県の方が低く推移している。している。している。している。

人口動態統計（厚生労働省）



３．都道府県別合計特殊出生率３．都道府県別合計特殊出生率３．都道府県別合計特殊出生率３．都道府県別合計特殊出生率（（（（平成２５年）平成２５年）平成２５年）平成２５年）

11

奈良県の合計特殊出生率は１．３１で、全国平均の１．４３を下回り、奈良県の合計特殊出生率は１．３１で、全国平均の１．４３を下回り、奈良県の合計特殊出生率は１．３１で、全国平均の１．４３を下回り、奈良県の合計特殊出生率は１．３１で、全国平均の１．４３を下回り、全国ワースト全国ワースト全国ワースト全国ワースト4位位位位である。である。である。である。全国ワースト全国ワースト全国ワースト全国ワースト1位は東京都位は東京都位は東京都位は東京都（１．１３）。（１．１３）。（１．１３）。（１．１３）。

人口動態統計（厚生労働省）



４．市町村別合計４．市町村別合計４．市町村別合計４．市町村別合計特殊特殊特殊特殊出生率（平成出生率（平成出生率（平成出生率（平成２０～２０～２０～２０～２４年・５年平均）２４年・５年平均）２４年・５年平均）２４年・５年平均）
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奈良県の市町村別合計特殊出生率は、市町村の差はあるが、北部・南部といった偏りはみら奈良県の市町村別合計特殊出生率は、市町村の差はあるが、北部・南部といった偏りはみら奈良県の市町村別合計特殊出生率は、市町村の差はあるが、北部・南部といった偏りはみら奈良県の市町村別合計特殊出生率は、市町村の差はあるが、北部・南部といった偏りはみられない。最も高いのはれない。最も高いのはれない。最も高いのはれない。最も高いのは香芝市（１．５７）香芝市（１．５７）香芝市（１．５７）香芝市（１．５７）、ワースト、ワースト、ワースト、ワースト1位は平群町（１．０７）。位は平群町（１．０７）。位は平群町（１．０７）。位は平群町（１．０７）。

人口動態統計（厚生労働省）



13

５．合計特殊出生率の低下の要因５．合計特殊出生率の低下の要因５．合計特殊出生率の低下の要因５．合計特殊出生率の低下の要因
×××× 生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数＝＝＝＝ 有配偶率の低下有配偶率の低下有配偶率の低下有配偶率の低下（未婚率の上昇）（未婚率の上昇）（未婚率の上昇）（未婚率の上昇） 有配偶出生率の低下有配偶出生率の低下有配偶出生率の低下有配偶出生率の低下合計特殊出生率の低下合計特殊出生率の低下合計特殊出生率の低下合計特殊出生率の低下 （少子化）（少子化）（少子化）（少子化）

生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数女性の数女性の数女性の数女性の数合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率 結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数女性の数女性の数女性の数女性の数有配偶率（女性）有配偶率（女性）有配偶率（女性）有配偶率（女性） 有配偶出生率（女性）有配偶出生率（女性）有配偶出生率（女性）有配偶出生率（女性）
【【【【合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率】】】】
15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの【【【【有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率】】】】年齢別有配偶女性人口千人あたりの出生数

×××× 生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数＝＝＝＝ 有配偶率の低下有配偶率の低下有配偶率の低下有配偶率の低下（未婚率の上昇）（未婚率の上昇）（未婚率の上昇）（未婚率の上昇） 有配偶出生率の低下有配偶出生率の低下有配偶出生率の低下有配偶出生率の低下合計特殊出生率の低下合計特殊出生率の低下合計特殊出生率の低下合計特殊出生率の低下 （少子化）（少子化）（少子化）（少子化）
生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数生まれた子どもの数女性の数女性の数女性の数女性の数合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率 結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数結婚した女性の数女性の数女性の数女性の数女性の数有配偶率（女性）有配偶率（女性）有配偶率（女性）有配偶率（女性） 有配偶出生率（女性）有配偶出生率（女性）有配偶出生率（女性）有配偶出生率（女性）

【【【【合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率合計特殊出生率】】】】
15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの【【【【有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率有配偶出生率】】】】年齢別有配偶女性人口千人あたりの出生数

「合計特殊出生率」は、未婚女性も含めたすべての１５歳～４９歳女性が生涯に生むとされる子「合計特殊出生率」は、未婚女性も含めたすべての１５歳～４９歳女性が生涯に生むとされる子「合計特殊出生率」は、未婚女性も含めたすべての１５歳～４９歳女性が生涯に生むとされる子「合計特殊出生率」は、未婚女性も含めたすべての１５歳～４９歳女性が生涯に生むとされる子どもの数であるため、下図のとおり、どもの数であるため、下図のとおり、どもの数であるため、下図のとおり、どもの数であるため、下図のとおり、「婚姻率（未婚率）」と「有配偶出生率（子どもの数）」の２つ「婚姻率（未婚率）」と「有配偶出生率（子どもの数）」の２つ「婚姻率（未婚率）」と「有配偶出生率（子どもの数）」の２つ「婚姻率（未婚率）」と「有配偶出生率（子どもの数）」の２つの要素の要素の要素の要素から成る。から成る。から成る。から成る。このため、このため、このため、このため、２つの要素がどの程度、増加・減少しているのか２つの要素がどの程度、増加・減少しているのか２つの要素がどの程度、増加・減少しているのか２つの要素がどの程度、増加・減少しているのかを見極めることが、少子化対策検を見極めることが、少子化対策検を見極めることが、少子化対策検を見極めることが、少子化対策検討の前提となる。討の前提となる。討の前提となる。討の前提となる。
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６．平均６．平均６．平均６．平均初婚年齢の初婚年齢の初婚年齢の初婚年齢の推移推移推移推移

人口動態統計（厚生労働省）

奈良県の平均初婚年齢は男女とも奈良県の平均初婚年齢は男女とも奈良県の平均初婚年齢は男女とも奈良県の平均初婚年齢は男女とも全国並み。全国並み。全国並み。全国並み。晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化が進んでいるが進んでいるが進んでいるが進んでいる。。。。
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７．２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移７．２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移７．２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移７．２５～２９歳及び３０～３４歳の未婚率の推移

国勢調査（総務省統計局）

○奈良県の２５○奈良県の２５○奈良県の２５○奈良県の２５～～～～３４歳の３４歳の３４歳の３４歳の未婚率は未婚率は未婚率は未婚率は、全国、全国、全国、全国の推移に比べ、男女とも急激に上昇しているの推移に比べ、男女とも急激に上昇しているの推移に比べ、男女とも急激に上昇しているの推移に比べ、男女とも急激に上昇している。。。。○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、○奈良県の２０代後半の未婚率の全国順位は、男性３位、女性１位男性３位、女性１位男性３位、女性１位男性３位、女性１位であり、であり、であり、であり、未婚化が顕著未婚化が顕著未婚化が顕著未婚化が顕著でででである。ある。ある。ある。％
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○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる○全国、奈良県とも晩産化がすすんでいる｡｡｡｡特に第特に第特に第特に第1子子子子出生時の晩産化が著しい。出生時の晩産化が著しい。出生時の晩産化が著しい。出生時の晩産化が著しい。（（（（９割９割９割９割以上の子どもは２０～３９歳の女性から以上の子どもは２０～３９歳の女性から以上の子どもは２０～３９歳の女性から以上の子どもは２０～３９歳の女性から生まれるが、この生まれるが、この生まれるが、この生まれるが、この世代世代世代世代の女性の人数の女性の人数の女性の人数の女性の人数は急減しては急減しては急減しては急減している）。いる）。いる）。いる）。８．８．８．８．第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移第１子・第２子・第３子出生時の母の年齢の推移

人口動態統計（厚生労働省）



１．１．１．１．市町村の合計特殊出生率の分析（市町村の合計特殊出生率の分析（市町村の合計特殊出生率の分析（市町村の合計特殊出生率の分析（S58年以降の推移）年以降の推移）年以降の推移）年以降の推移）

17

①①①①改善改善改善改善グループグループグループグループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）合計特殊出生率が上昇し続けた、または、合計特殊出生率が上昇し続けた、または、合計特殊出生率が上昇し続けた、または、合計特殊出生率が上昇し続けた、または、10年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村②低下②低下②低下②低下グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）合計特殊出生率が、合計特殊出生率が、合計特殊出生率が、合計特殊出生率が、10年間低下し続けた市町村年間低下し続けた市町村年間低下し続けた市町村年間低下し続けた市町村①①①①改善改善改善改善グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）

H２０～２４人口動態保健所・市町村統計（厚生労働省）

②低下②低下②低下②低下グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）
３３３３．県内市町村の合計特殊出生率の分析．県内市町村の合計特殊出生率の分析．県内市町村の合計特殊出生率の分析．県内市町村の合計特殊出生率の分析

合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移 合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移



２２２２．市町村の合計特殊出生率の分析（有配偶出生率・女性の就業率との相関なし）．市町村の合計特殊出生率の分析（有配偶出生率・女性の就業率との相関なし）．市町村の合計特殊出生率の分析（有配偶出生率・女性の就業率との相関なし）．市町村の合計特殊出生率の分析（有配偶出生率・女性の就業率との相関なし）

18

○○○○ 有配偶出生率（有配偶出生率（有配偶出生率（有配偶出生率（25歳から歳から歳から歳から39歳の女性千人あたりの出生数）と合計特殊出生率との相関はみ歳の女性千人あたりの出生数）と合計特殊出生率との相関はみ歳の女性千人あたりの出生数）と合計特殊出生率との相関はみ歳の女性千人あたりの出生数）と合計特殊出生率との相関はみられないられないられないられない。。。。○○○○ 一般に、都道府県比較では、女性の就業率と合計特殊出生率は相関があるといわれている一般に、都道府県比較では、女性の就業率と合計特殊出生率は相関があるといわれている一般に、都道府県比較では、女性の就業率と合計特殊出生率は相関があるといわれている一般に、都道府県比較では、女性の就業率と合計特殊出生率は相関があるといわれているが、県内市町村比較では、女性の就業率と合計特殊出生率との相関はが、県内市町村比較では、女性の就業率と合計特殊出生率との相関はが、県内市町村比較では、女性の就業率と合計特殊出生率との相関はが、県内市町村比較では、女性の就業率と合計特殊出生率との相関はみられない。みられない。みられない。みられない。

H22国勢調査（総務省）、H20～24人口動態保健所・市町村統計（厚生労働省）



３．市町村の合計特殊出生率の分析（女性の有配偶率との相関あり）３．市町村の合計特殊出生率の分析（女性の有配偶率との相関あり）３．市町村の合計特殊出生率の分析（女性の有配偶率との相関あり）３．市町村の合計特殊出生率の分析（女性の有配偶率との相関あり）

19

○女性○女性○女性○女性の有配偶率が高い市町村は、合計特殊出生率が高い傾向がみられ、の有配偶率が高い市町村は、合計特殊出生率が高い傾向がみられ、の有配偶率が高い市町村は、合計特殊出生率が高い傾向がみられ、の有配偶率が高い市町村は、合計特殊出生率が高い傾向がみられ、女性の有配偶率女性の有配偶率女性の有配偶率女性の有配偶率は合計特殊出生率と相関があるは合計特殊出生率と相関があるは合計特殊出生率と相関があるは合計特殊出生率と相関がある。。。。○○○○ ３０代前半よりも、２０代後半の女性の有配偶率の方が合計特殊出生率との相関が強い３０代前半よりも、２０代後半の女性の有配偶率の方が合計特殊出生率との相関が強い３０代前半よりも、２０代後半の女性の有配偶率の方が合計特殊出生率との相関が強い３０代前半よりも、２０代後半の女性の有配偶率の方が合計特殊出生率との相関が強い。。。。

H２０～２４人口動態保健所・市町村統計（厚生労働省）
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４．２５歳４．２５歳４．２５歳４．２５歳～２９歳女性の有配～２９歳女性の有配～２９歳女性の有配～２９歳女性の有配偶率の推移偶率の推移偶率の推移偶率の推移

H２２国勢調査（総務省）

①①①①改善改善改善改善グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町） ②低下②低下②低下②低下グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）○２０代後半の女性の有配偶率は、「改善グループ」○２０代後半の女性の有配偶率は、「改善グループ」○２０代後半の女性の有配偶率は、「改善グループ」○２０代後半の女性の有配偶率は、「改善グループ」よりも「低下グループ」の方が、よりも「低下グループ」の方が、よりも「低下グループ」の方が、よりも「低下グループ」の方が、低下低下低下低下の傾きが大きいの傾きが大きいの傾きが大きいの傾きが大きい。。。。合計特殊出生率の合計特殊出生率の合計特殊出生率の合計特殊出生率の10年間の推移から区分年間の推移から区分年間の推移から区分年間の推移から区分したしたしたした①①①①改善グループ改善グループ改善グループ改善グループ（（（（合計特殊出生率が上昇し続けた、または、合計特殊出生率が上昇し続けた、または、合計特殊出生率が上昇し続けた、または、合計特殊出生率が上昇し続けた、または、10年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村年間の上昇率が県全体の上昇率を上回った市町村））））②②②②低下グループ低下グループ低下グループ低下グループ（合計特殊出生率が、（合計特殊出生率が、（合計特殊出生率が、（合計特殊出生率が、10年間低下し続けた市町村年間低下し続けた市町村年間低下し続けた市町村年間低下し続けた市町村））））についてについてについてについて、合計特殊出生率との関係を検証するため、女性の有配偶率の推移をみた。、合計特殊出生率との関係を検証するため、女性の有配偶率の推移をみた。、合計特殊出生率との関係を検証するため、女性の有配偶率の推移をみた。、合計特殊出生率との関係を検証するため、女性の有配偶率の推移をみた。２０２０２０２０代後半代後半代後半代後半の女性のの女性のの女性のの女性の有配偶率の推移有配偶率の推移有配偶率の推移有配偶率の推移 ２０代後半の女性の有配偶率の推移２０代後半の女性の有配偶率の推移２０代後半の女性の有配偶率の推移２０代後半の女性の有配偶率の推移
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５．５．５．５．３０～３４歳女性の有配偶率の推移３０～３４歳女性の有配偶率の推移３０～３４歳女性の有配偶率の推移３０～３４歳女性の有配偶率の推移

H２２国勢調査（総務省）

○２０代後半と同様、○２０代後半と同様、○２０代後半と同様、○２０代後半と同様、３０代３０代３０代３０代前半も前半も前半も前半も女性の有配偶率は女性の有配偶率は女性の有配偶率は女性の有配偶率は、「、「、「、「改善グループ」よりも「低下グループ」の方改善グループ」よりも「低下グループ」の方改善グループ」よりも「低下グループ」の方改善グループ」よりも「低下グループ」の方が、が、が、が、低下の傾きが低下の傾きが低下の傾きが低下の傾きが大きい大きい大きい大きい。。。。○○○○合計合計合計合計特殊出生率には、特殊出生率には、特殊出生率には、特殊出生率には、若い女性の有配偶率が影響若い女性の有配偶率が影響若い女性の有配偶率が影響若い女性の有配偶率が影響していると考えられる。していると考えられる。していると考えられる。していると考えられる。①①①①改善改善改善改善グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町）グループ（香芝市、斑鳩町、高取町など６市町） ②低下②低下②低下②低下グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）グループ（上牧町、宇陀市、大淀町など７市町村）３０３０３０３０代前半代前半代前半代前半の女性のの女性のの女性のの女性の有配偶率の推移有配偶率の推移有配偶率の推移有配偶率の推移 ３０代前半の女性の有配偶率の推移３０代前半の女性の有配偶率の推移３０代前半の女性の有配偶率の推移３０代前半の女性の有配偶率の推移


